社会問題論Ａ
（Social problem A）
	担当教員名　　塚本利幸

	科目区分　専門　選択
	対象学年　１　　　
	開講期　前期
	単位数　２　　　

	オフィスアワー
	木曜５限（Ｎ５５３）

	メールアドレス
	tukamoto@fpu.ac.jp

	授業概要

（3行程度）
	社会問題とは何か？　それはどのような過程を通して構成されていくのか？　いくつかの社会問題を取りあげ、社会問題の構築論の立場から具体的・多角的に分析を加えていく。

	授業目標

（4行程度)
	社会問題を分析する過程を通して、自明性を疑い、社会問題を複眼的にとらえるパースペクティブの獲得を目指す。当たり前の常識を相対化し、マスメディアを批評する力を身につけるとともに、個別の問題を広く社会的な文脈に結びつけてイメージする社会学的想像力を養っていきたい。

	授業計画・内容

	1． 社会学的パースペクティブ：自明性の相対化

2． 社会問題とは？（社会問題の構築論への誘い）

3． 社会問題はどのようにして問題化するのか（クレイムメイク活動）

4． クレイムメイクの主体（モラル・クルセーダーとインタレスト・グループ）と資源

5． 社会問題のキャッチコピー（文化的フレーミング）

6． 問題の定義の次元における社会性（リスクとモラル・パニック）

7． 禁酒運動と禁酒法の事例

8． 反マリファナ運動とマリファナ税法の事例

9． 社会問題としての少年非行１（増加・凶悪化は本当か？）

10.社会問題としての少年非行２（ラベリング理論と構築論）

11．社会問題としての交通事故（自動車の社会的費用）

12．社会問題としての交通事故（社会問題の定義における政治性）

13．問題の発生の次元における社会性（近代化と社会システムの変容）

14．社会問題としての少子化（社会システムの変化と家族の変貌）

15．問題の解決の次元における社会性（社会的ジレンマ論）

	キーワード
	社会問題、構築論、少年非行、交通事故、少子化

	教科書
	指定しない

適宜プリントを配布し、それに従って授業をおこなう

	参考書
	「構築主義の社会学　論争と議論のエスのグラフィー」平・中河編、世界思想社

	評価方法

・評価基準
	学期末のレポート試験で評価する。

社会問題について構築論的な視点から、多面的に検討できているか、広く社会的な文脈に結びつけて分析できているかをポイントにして評価をおこなう。

	関連科目
	社会問題論Ｂ

	履修要件
	なし

	その他


	時事問題を積極的に取りあげていきたいので、そうしたトピックに関心を持って新聞を読んだりニュースを見たりしておいてもらいたい。


